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第４期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

ＲＯＢＯＰＲＯファンド 

 

【2025年12月19日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「ＲＯＢＯＰＲＯファンド」は、2025年12月

19日に第４期決算を迎えましたので、期中の運用状況

ならびに決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2023年12月28日から2045年12月19日までです。 

運 用 方 針 

ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド（以下、「マ

ザーファンド」といいます。）を通じて、世

界の取引所に上場しているETFに投資する

ことにより、実質的に世界の株式、債券、

リートおよびコモディティに分散投資し、

投資信託財産の成長を目指して運用を行い

ます。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。 

ＲＯＢＯＰＲＯ 

マザーファンド 

世界の取引所の上場投資信託

証券（ETF）を主要投資対象と

します。 

主な投資制限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券へ

の投資割合には制限を設けま

せん。 

ＲＯＢＯＰＲＯ 

マザーファンド 

株式（新株引受権証券および

新株予約権証券を含みま

す。）への投資割合には制限

を設けません。 

外貨建資産への投資割合に

は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年６月19日および12月19日（それぞれ休

業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則

として、以下の方針に基づき、収益分配を行

います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。繰越分を含

めた経費控除後の配当等収益には、マザー

ファンドの配当等収益のうち、投資信託財

産に帰属すべき配当等収益を含むものとし

ます。 

分配金額は、分配対象収益の範囲内で、委託

会社が分配可能額、基準価額水準等を勘案

して決定します。 

分配可能額が少額の場合や基準価額水準等

によっては、収益分配を行わないことがあ

ります。 
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ＲＯＢＯＰＲＯファンド 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2023年12月28日 10,000 － － － 2,900 

１期(2024年６月19日) 11,558 100 16.6 98.3 10,913 

２期(2024年12月19日) 12,067 200 6.1 98.2 25,388 

３期(2025年６月19日) 12,660 200 6.6 97.9 56,520 

４期(2025年12月19日) 14,544 200 16.5 98.3 212,211 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） 当ファンドは、各資産の配分比率を機動的に変更して運用を行います。そのため、当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しない

ため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、投資信託証券組入比率は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年６月19日 12,660 － 97.9 

６月末 12,815 1.2 97.3 

７月末 13,373 5.6 96.6 

８月末 13,395 5.8 98.1 

９月末 13,919 9.9 96.6 

10月末 14,614 15.4 98.5 

11月末 14,849 17.3 96.7 

(期  末)    

2025年12月19日 14,744 16.5 98.3 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 
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ＲＯＢＯＰＲＯファンド 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年６月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドは、各資産の配分比率を機動的に変更して運用を行います。そのため、当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しない

ため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主な投資対象である「ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド」における主なプラス要因およびマイナス要

因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・米国株式や新興国株式などの上昇に加え、米ドル／円の上昇がプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・特にありません。 
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米国株式は、政府閉鎖やＡＩ関連銘柄の過熱懸念から一時下落する場面もありましたが、利下げや堅調な企業業

績を背景に、当期間を通じて上昇基調で推移しました。 

米国を除く先進国株式は、日本や欧州と米国との関税交渉の進展、好調な企業決算、米国の利下げなどが追い風

となり上昇しました。なかでも日本は2025年10月に高市政権が発足し、積極財政への期待などから大きく上昇しま

した。 

新興国株式は、米中貿易協議の進展や半導体関連企業の好決算、米ハイテク株の上昇を受け、10月末にかけて上

昇しました。その後はＡＩ関連銘柄の過熱感や中国の軟調な経済指標を背景に、上昇幅を縮小しました。 

米国債券は、期初は財政悪化懸念や消費者物価指数（ＣＰＩ）の上振れなどから利回りが上昇しましたが、雇用指

標の軟化や利下げを受けて10月末にかけて低下しました。その後は政府閉鎖による統計公表延期などから積極的な

売買が手控えられ、方向感に乏しい展開となりました。 

米ドル建てハイイールド債券は、金利低下に加え堅調な企業業績を背景に信用スプレッドが縮小し、９月にかけ

て上昇しました。その後はＡＩ関連企業の大型起債でスプレッドはやや拡大しましたが、高水準のクーポン収入に

支えられ、全体として上昇が続きました。 

新興国債券は、米金利低下や中東情勢の緊張緩和、関税政策の不透明感後退などからリスク選好が強まり、10月

末にかけて利回りが低下しました。その後は株式市場が不安定な動きとなったことや資金流入の一服から、利回り

は一定の水準で推移しました。 

米国不動産は、金利低下が追い風となる一方、政府閉鎖によるオフィスリートの下落や米中対立懸念によるリス

ク回避の動きが重しとなりました。期末にかけて金利がやや上昇したこともあり、当期間では小幅な上昇にとどま

りました。 

金は、米国の政策金利見通しや米中摩擦、地政学リスクを背景に一進一退の動きが８月末にかけて続きました。

しかしその後は、米国の利下げや政府閉鎖懸念などを受けて上昇し、当期間では大幅な上昇となりました。 

為替市場では、米国の政策金利見通しや地政学リスクを背景に９月末にかけて一進一退の動きとなりました。し

かし、10月に高市政権が発足すると、日本の利上げ後ずれ観測や積極財政への警戒感、米金利上昇による金利差拡大

から米ドル／円は大きく上昇しました。 
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「ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド」受益証券の組入比率は、期を通じて100％に近い高水準を維持しました。 

「ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド」の運用につきましては、株式会社ＦＯＬＩＯから投資対象資産の配分比率に関

する助言を受け、マーケットデータなどの分析に加え対象資産の期待収益率、リスクおよび相関等の推計値を考慮

し配分比率を決定しました。また配分比率の見直しは、１ヵ月毎に行いました。 

配分比率につきましては、期初においては各地域の株式に加え、米国ハイイールド債券、米国不動産、金などへ分

散投資を行いました。その後、新興国債券の比率を高める一方で、株式比率は高水準を維持し、米国不動産、金、米

国ハイイールド債券の比率を引き下げました。株式の内訳では、米国株式と新興国株式の比率を増加させました。期

末時点では、米国株式、新興国株式、新興国債券の３資産を主な投資対象としています。 

 

  
（注） 各比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。 

 

  
当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。 
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当期の分配金につきましては、分配方針に則り、分配可能額、基準価額水準等を勘案して、以下のとおりといたし

ました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第４期 

2025年６月20日～ 
2025年12月19日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.356％ 

 当期の収益 200  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,544   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
＜ＲＯＢＯＰＲＯファンド＞ 

運用の基本方針に則り、主要投資対象である「ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド」受益証券の組入比率を高水準に

維持することにより、投資信託財産の成長を目指して運用してまいります。 

 

○ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

世界の取引所に上場しているＥＴＦに投資することにより、実質的に世界の株式、債券、リートおよびコモディ

ティに分散投資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。株式会社ＦＯＬＩＯから投資対象資産の

配分比率に関する助言を受けます。各資産の配分については、マーケットデータなどの分析に加え対象資産の期待

収益率、リスクおよび相関等の推計値を考慮し配分比率を決定し、配分比率の見直しは原則として１ヵ月毎に行い

ます。またＥＴＦの組入比率は高位を保つことを基本とし、実質組入外貨建資産については原則として為替ヘッジ

を行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年６月20日～2025年12月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 108  0.783  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 61)  (0.441)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 46)  (0.331)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.011)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.032   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  4)  (0.032)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.008   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.001)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 113   0.823    

期中の平均基準価額は、13,827円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.58％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドを通じて実質的に投資する上場投資信託証券（ETF）が支払った費用は含みません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年６月20日～2025年12月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 90,401,036 135,577,027 － － 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月20日～2025年12月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年12月19日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 41,054,419 131,455,455 209,671,451 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年12月19日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 209,671,451 96.8 

コール・ローン等、その他 6,839,127 3.2 

投資信託財産総額 216,510,578 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（210,673,267千円）の投資信託財産総額（214,422,051千円）

に対する比率は98.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

155.85円です。 

 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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ＲＯＢＯＰＲＯファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月19日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 216,510,578,482   

 コール・ローン等 6,839,056,136   

 ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド(評価額) 209,671,451,844   

 未収利息 70,502   

(B) 負債 4,299,285,269   

 未払収益分配金 2,918,176,191   

 未払解約金 382,326,290   

 未払信託報酬 990,413,168   

 その他未払費用 8,369,620   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 212,211,293,213   

 元本 145,908,809,575   

 次期繰越損益金 66,302,483,638   

(D) 受益権総口数 145,908,809,575口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,544円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.4544円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は44,644,064,238円、期中追加設定元本

額は110,662,294,201円、期中一部解約元本額は9,397,548,864円

です。 
 

○損益の状況 (2025年６月20日～2025年12月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,593,097   

 受取利息 3,593,097   

(B) 有価証券売買損益 17,590,982,436   

 売買益 18,449,264,949   

 売買損 △   858,282,513   

(C) 信託報酬等 △   998,782,788   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 16,595,792,745   

(E) 前期繰越損益金 2,281,871,850   

(F) 追加信託差損益金 50,342,995,234   

 (配当等相当額) (  17,658,465,920)  

 (売買損益相当額) (  32,684,529,314)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 69,220,659,829   

(H) 収益分配金 △ 2,918,176,191   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 66,302,483,638   

 追加信託差損益金 50,342,995,234   

 (配当等相当額) (  17,858,274,079)  

 (売買損益相当額) (  32,484,721,155)  

 分配準備積立金 15,959,488,404   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第４期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 991,561,054円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 15,604,231,691円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 50,342,995,234円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 2,281,871,850円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 69,220,659,829円 

 分配対象収益(１万口当たり) 4,744円 

 分配金額 2,918,176,191円 

 分配金額(１万口当たり) 200円 
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ＲＯＢＯＰＲＯファンド 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税引前） 200円 

支払開始日 2025年12月25日（木）までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
信託金の限度額を3,000億円から8,000億円に変更するため、投資信託約款に所要の変更を行いました。（実施日：2025年９月19日） 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ 百万円 
2023年12月28日 10,000 － － 2,886 

１期(2024年12月19日) 12,591 25.9 99.2 25,222 

２期(2025年12月19日) 15,950 26.7 99.5 210,682 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） 当ファンドは、各資産の配分比率を機動的に変更して運用を行います。そのため、当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しない

ため、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 
2024年12月19日 12,591 － 99.2 

12月末 12,954 2.9 99.5 
2025年１月末 13,090 4.0 99.5 

２月末 12,842 2.0 97.9 
３月末 12,970 3.0 99.4 
４月末 12,735 1.1 99.5 
５月末 13,324 5.8 98.7 
６月末 13,728 9.0 97.8 
７月末 14,356 14.0 97.1 
８月末 14,396 14.3 99.5 
９月末 14,989 19.0 97.1 
10月末 15,770 25.2 99.5 
11月末 16,049 27.5 97.2 
(期  末)    

2025年12月19日 15,950 26.7 99.5 
 

（注） 騰落率は期首比。   

ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

第２期 運用状況のご報告 

決算日：2025年12月19日 
 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
世界の取引所に上場しているETFへの投資を通じて、実質的に世界の株式、債券、リートおよびコモ

ディティに分散投資し、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要投資対象 世界の取引所の上場投資信託証券（ETF）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

  

  

 
 

○○基基準準価価額額のの主主なな変変動動要要因因  
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（（主主ななププララスス要要因因））  

・米国株式や金、先進国株式の上昇などがプラスに寄与しました。 

 

（（主主ななママイイナナスス要要因因））  

・特にありません。 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

  
米国株式は、弱い経済指標や相互関税政策の導入を受け、2025年４月中旬にかけて大きく下落しました。しかし

関税の引き下げなどから早期に反発し、その後も利下げや堅調な企業業績を背景に上昇基調が続きました。 

米国を除く先進国株式は、４月には米国の関税政策発表を受けて急落する場面もありましたが、欧州中央銀行

（ＥＣＢ）の利下げ継続やインフラ・防衛関連の政府支出拡大、脱米国志向の動きが追い風となり、当期間を通じて

大きく上昇しました。日本は７月末にかけては上値が重かったものの、期末にかけて高市新政権の積極財政への期

待から大きく上昇しました。 

新興国株式は期初は上値が重く、米国の関税政策発表後は急落しましたが、中国の追加景気刺激策や利下げを受け

て持ち直しました。その後、米中貿易協議の進展や半導体関連企業の好決算、米ハイテク株の上昇を背景に10月末に

かけて上昇しましたが、期末にかけてはＡＩ関連銘柄の過熱感や中国の軟調な経済指標から上昇幅を縮小しました。 

米国債券は、４月上旬は軟調な経済指標や関税政策発表を受けてリスク回避が強まり、利回りが大きく低下しま

した。その後、関税によるインフレ懸念や利下げ期待の後退、歳出法案による財政赤字懸念から利回りは上昇しまし

たが、雇用指標の軟化や利下げを受けて10月末にかけて再び低下しました。期末にかけては政府閉鎖による統計公

表延期などから積極的な売買が手控えられ、方向感に乏しい展開となりました。 

米ドル建てハイイールド債券は、３月から４月上旬にかけてはリスク回避の影響で下落する場面が見られました。

しかし、金利低下に加え堅調な企業業績を背景に信用スプレッドが縮小し、９月にかけて上昇しました。その後は

ＡＩ関連企業の大型起債でスプレッドはやや拡大しましたが、高水準のクーポン収入に支えられ、全体として上昇

が続きました。 

新興国債券は、４月の関税政策発表後はリスク回避の動きから利回りが急上昇しましたが、世界経済の減速懸念

や複数国での利下げを背景に低下に転じました。その後、米金利低下や中東情勢の緊張緩和、関税政策の不透明感後

退などでリスク選好が強まり、10月末にかけて利回り低下が続きました。期末にかけては、株式市場が不安定な動き

となったことや資金流入の一服から、利回りは一定の水準で推移しました。 

米国不動産は、金利低下を受けて２月末にかけては上昇しましたが、関税政策発表後はリスク回避の動きから急

落しました。その後は反動で持ち直したものの、金利動向や政府閉鎖の悪影響、米国経済の先行き懸念が重しとな

り、レンジ内での推移が続きました。 

金は、中東情勢の緊張による地政学リスクの高まりや、関税政策を背景とした米ドル安進行を受け、４月末にか

けて大きく上昇しました。その後は８月末にかけて方向感に乏しい動きでしたが、米国の利下げや政府閉鎖懸念を

受けて再び上昇し、期間を通じて大幅な上昇となりました。 

為替市場では、日米金利差縮小や関税政策を背景に米ドル安が進み、４月中旬にかけて米ドル／円は下落しまし

た。その後は米国の政策金利見通しや地政学リスクを背景に９月末にかけて一進一退の動きとなりました。しかし、

10月に高市政権が発足すると、日本の利上げ後ずれ観測や積極財政への警戒感、米金利上昇による金利差拡大から

米ドル／円は上昇し、期初と期末ではほぼ同水準で終了しました。 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

  
運用の基本方針に則り、上場投資信託証券（ＥＴＦ）の組入比率を高位に保ち、実質的に世界の株式、債券、リー

トおよびコモディティに分散投資を行いました。株式会社ＦＯＬＩＯから投資対象資産の配分比率に関する助言を

受け、マーケットデータなどの分析に加え対象資産の期待収益率、リスクおよび相関等の推計値を考慮し配分比率

を決定しました。また配分比率の見直しは、１ヵ月毎に行ったほか、2025年４月には米国の相互関税の適用延期を受

けた相場急変を受けて臨時見直しも実施しました。 

配分比率については、2025年５月にかけて株式比率を引き上げました。その後、各地域の株式に加え、米国ハイ

イールド債券、米国不動産、金などへ分散投資を行いました。期末にかけては、新興国債券の比率を高める一方で、

株式比率は高水準を維持し、米国不動産、金、米国ハイイールド債券の比率を引き下げました。株式の内訳では、期

初は新興国株式を重視しましたが、４月から７月にかけては米国株式と先進国株式を増やし、その後は米国株式と

新興国株式を中心に配分しました。期末時点では、米国株式、新興国株式、新興国債券の３資産を主な投資対象とし

ています。 

 

  
世界の取引所に上場しているＥＴＦに投資することにより、実質的に世界の株式、債券、リートおよびコモディ

ティに分散投資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。株式会社ＦＯＬＩＯから投資対象資産の

配分比率に関する助言を受けます。各資産の配分については、マーケットデータなどの分析に加え対象資産の期待

収益率、リスクおよび相関等の推計値を考慮し配分比率を決定し、配分比率の見直しは原則として１ヵ月毎に行い

ます。またＥＴＦの組入比率は高位を保つことを基本とし、実質組入外貨建資産については原則として為替ヘッジ

を行いません。 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2024年12月20日～2025年12月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 9  0.068  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (9)  (0.068)   

（b） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (b)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (0)  (0.002)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (0)  (0.003)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 9   0.073    

期中の平均基準価額は、13,933円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

○売買及び取引の状況 (2024年12月20日～2025年12月19日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 

国 

アメリカ 口 千米ドル 口 千米ドル  
 iShares U.S. Real Estate ETF 3,246,640 310,558 3,578,110 339,882  
 Vanguard Total Stock Market ETF 2,232,940 703,101 285,690 85,936  
 Vanguard FTSE Emerging Markets ETF 7,461,410 377,621 6,599,200 336,272  
 iShares iBoxx $ High Yield Corporate Bond ETF 1,982,570 158,088 2,248,480 180,123  
 Vanguard Total Bond Market ETF 1,120,730 82,520 1,122,720 83,494  
 Vanguard FTSE Developed Markets ETF 2,454,320 121,340 2,989,970 163,952  
 iShares J.P. Morgan USD Emerging Markets Bond ETF 6,263,240 601,062 － －  
 SPDR® Gold MiniShares® Trust 1,921,780 123,781 2,828,070 193,188  

小 計 26,683,630 2,478,075 19,652,240 1,382,850  
 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月20日～2025年12月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年12月19日現在) 

 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

iShares U.S. Real Estate ETF 331,470 － － － － 

Vanguard Total Stock Market ETF 18,470 1,965,720 655,076 102,093,624 48.5 

Vanguard FTSE Emerging Markets ETF 715,600 1,577,810 84,539 13,175,412 6.3 

iShares iBoxx $ High Yield Corporate Bond ETF 265,910 － － － － 

Vanguard Total Bond Market ETF 1,990 － － － － 

Vanguard FTSE Developed Markets ETF 535,650 － － － － 

iShares J.P. Morgan USD Emerging Markets Bond ETF － 6,263,240 605,655 94,391,379 44.8 

SPDR® Gold MiniShares® Trust 906,290 － － － － 

合 計 
口  数 ・ 金  額 2,775,380 9,806,770 1,345,270 209,660,416  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 7 3 － ＜99.5％＞  
 
（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 邦貨換算金額欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する各国別投資信託証券評価額の比率。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

投資信託証券 

外国投資信託証券 
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ＲＯＢＯＰＲＯマザーファンド 

○投資信託財産の構成 (2025年12月19日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 209,660,416 97.8 

コール・ローン等、その他 4,761,635 2.2 

投資信託財産総額 214,422,051 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 当期末における外貨建純資産（210,673,267千円）の投資信託財産総額（214,422,051千円）に対する比率は98.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

155.85円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月19日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 214,422,051,475   

 コール・ローン等 4,761,634,947   

 投資信託受益証券(評価額) 209,660,416,433   

 未収利息 95   

(B) 負債 3,739,505,042   

 未払金 3,739,505,042   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 210,682,546,433   

 元本 132,091,851,425   

 次期繰越損益金 78,590,695,008   

(D) 受益権総口数 132,091,851,425口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,950円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.5950円です。

（注） 当ファンドの当初設定元本額は20,031,303,349円、期中追加設定

元本額は112,777,151,839円、期中一部解約元本額は716,603,763

円です。 

（注） 当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以

下の通りです。 

ＲＯＢＯＰＲＯファンド 131,455,455,702円

私募ＲＯＢＯＰＲＯファンド（適格機関投資家専用） 636,395,723円

○損益の状況 (2024年12月20日～2025年12月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,708,938,319   

 受取配当金 1,701,209,650   

 受取利息 7,728,669   

(B) 有価証券売買損益 19,784,305,773   

 売買益 20,725,196,024   

 売買損 △   940,890,251   

(C) その他費用等 △     2,034,071   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 21,491,210,021   

(E) 前期繰越損益金 5,190,952,132   

(F) 追加信託差損益金 52,171,492,053   

(G) 解約差損益金 △   262,959,198   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 78,590,695,008   

 次期繰越損益金(Ｈ) 78,590,695,008   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

<お知らせ> 
・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款の記載変更を行いました。（実施日：2025年４月１日） 

・信託金の限度額を3,000億円から8,000億円に変更するため、投資信託約款に所要の変更を行いました。（実施日：2025年９月19日） 
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